




要約:病児を抱える家族の調査から、同胞、また病児本人にも心身や家庭生活での大きな

障害が発生し、さまざまな援助が必要になることが明らかになった。病児と家族のため、

育児相談やカウンセリングなどが必要である。家族への影響としては、いちばん負担にな

ったのは、他の同胞の育児介助であり、病院施設内に於ける託児機能への要望、病院内に

おける遊び場の整備などが要望されていた。小児の療養生活においては、家族単位での援

助体制が必須であり、一時保育や病棟保母の配置、面会や付き添い環境の整備などの改善

が望まれる。


